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第13回釜ヶ崎のまち短期留学 

釜ヶ崎における福祉・保育の歴史と未来 
***************************************************************** 

水野阿修羅さんによるまち歩きとともに、講座では、大阪の米騒動、その後

の方面委員制度の創設等、大阪の福祉の前史と当時の社会情勢について、元

大阪歴史博物館学芸員の飯田直樹さんのお話から学びます。また、釜ヶ崎の

真ん中にあるわかくさ保育園の実践を通じて、福祉・保育に求められる役割

とこれからのことを一緒に考えてみます。 

〈主催・問合せ〉総合社会福祉研究所 
TEL06-6779-4894  E-mail：mail@sosyaken.jp 

日 時：2026 年7月8 日（水）10 ：00～16：40 

 参加費：8,500円（昼食代込）※学生・障がい者7,500円

申込は
こちら
から→ 



広がる行動、思いはひとつ広がる行動、思いはひとつ
――――NO WAR！　憲法変えるな！　4･19国会正門前大行動NO WAR！　憲法変えるな！　4･19国会正門前大行動――――

　４月19日午後２時、国会議事堂正門前は、「NO WAR ！　憲法変えるな！　4･19国会正門
前大行動」に参加した３万6000人が「戦争反対」「改憲反対」を声高に叫びました。
　全国福祉保育労働組合大阪地方本部からは、写真左から、真野勝三さん、小林里美さん、島
村一弘さんと朴が参加し、全国から集まったみなさんとともに声を上げました。



　これまでも抗議行動や組合活動に多く参加してきた小林里美さん（いずみ野福祉会分会）は、
慣れた手つきで用意してきたのぼり旗を組み立てていました。そののぼり旗は、いずみ野福祉
会の組合員が書いた平和への切実な思いをつなげたもので、とてもインパクトがありました。
隣にいた「王子様の青春は私が守る連合」ののぼり旗を持った女性と、お互いののぼり旗につ
いて思いを交わされていました。42ページで小林さんにもレポートいただいています。



　憲法９条の「９」をあらわす数字の風船と「NO WAR」のプラカードをもった怪獣のかぶ
りものの人も登場（写真左上）。また、「道端のねこに声かける労働者の会」「夜間発光業務に従
事するイヌ科を見守る一般市民の会」「戦争はクソゲー」「推しのいる世界を戦場にするな」の
ようなユニークで奇想天外なのぼり旗がたくさんありました。これらのほとんどは平和な日常
を願う若者が思いをこめて作ったものです。



　今回のデモでは、とくに個人で参加した人が多かったと感じました。もちろん団体で参加さ
れた人も多かったですが（写真下）、一人で創作したのぼり旗やプラカードをもった人もよく
見かけました。また、座ったり立ったり、参加の仕方もとても自由でしたが、思いはひとつ、「平
和憲法を守る」ことです。
　これからもこのような連帯のかたちがどんどん広がり、ともに声をあげ続けたいと思うデモ
になりました。� （写真・文　朴　仁淑）
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アダプテッド・スポーツの 
知見を、明日のケアの
現場へ
　 広島文化学園大学人間健康学部教授　河野　喬

総
合
社
会
福
祉
研
究
所
の
新
理
事
と
し
て
寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
障
害
者
の
働
く
場
や
暮
ら
し
の
場
づ
く
り
に
携
わ
り
、
そ
の
後
、
福
祉
専
門
職

の
養
成
、
大
学
で
の
研
究
、
学
部
設
置
・
運
営
へ
と
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
立
場
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

私
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
目
の
前
の
人
の
尊
厳
を
、
ど
う
す
れ
ば
共
に
支
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
問
い

で
す
。

私
の
研
究
は
、
社
会
福
祉
学
を
土
台
に
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
点
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
や
障
害
の
状
況
に
応
じ
て
ル
ー
ル
や
用
具
を
工
夫
し
、
誰
も
が
主
体
的
に
楽

し
め
る
「
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
知
見
を
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
要
介
護
状
態
に
あ
る
高
齢

女
性
た
ち
が
身
体
を
動
か
し
楽
し
む
姿
、
重
度
・
重
複
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
弾は

じ

け
る
よ
う
な
笑

顔
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た
障
害
の
有
無
を
超
え
る
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
共
に
笑
い
合
う

時
間
や
、
感
覚
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
湧
き
あ
が
る
畏
敬
の
念
が
、
人
と
人
と
の
心
の
壁
を
溶
か

し
、「
障
害
」
の
捉
え
方
な
い
し
価
値
観
を
変
え
て
い
く
力
を
も
つ
こ
と
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
私
が
と
く
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
は
、
深
刻
化
す
る
社
会
的
孤
立
の
問
題
で
す
。
そ
の
た
め

近
年
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
支
援
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

用
い
た
障
害
者
・
高
齢
者
向
け
の
減
災
・
防
災
活
動
に
も
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
切
な
の

は
技
術
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
こ
の
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
、
家
族
が
つ
な

が
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
、
具
体
的
で
あ
た
た
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
人
口
減
少
や
地
域
格
差

が
進
む
今
だ
か
ら
こ
そ
、
本
当
に
必
要
と
す
る
人
に
届
く
公
益
的
な
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
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人
々
の
関
心
を
集
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
は
入
り
口
と
し
て
の
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
話
は
一
見
、
福
祉
か
ら
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多

く
の
福
祉
団
体
や
事
業
所
が
後
継
者
不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
の
福
祉
学

科
の
学
生
数
も
ま
た
激
減
し
て
い
ま
す
。
福
祉
人
材
の
減
少
は
、
障
害
者
本
人
と
家
族
が
望
む
暮
ら
し

の
実
現
可
能
性
を
小
さ
く
し
ま
す
。
若
者
（
次
世
代
）
が
身
近
な
場
で
福
祉
に
出
会
い
、
そ
の
学
び
に

関
心
を
寄
せ
て
進
路
な
い
し
人
生
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
、
福
祉
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
私
は
多
分
野
複
合
型
の
学
び
の
中
に
福
祉
を
練
り
込
み
、
情
勢
の
変

化
に
負
け
ず
福
祉
人
材
を
未
来
に
残
し
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ば
「
亜
流
」
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
こ

の
亜
流
を
練
り
上
げ
て
設
置
に
携
わ
っ
た
現
所
属
学
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、
福
祉
、
教
育
を
内
包

す
る
一
学
部
一
学
科
と
し
て
二
〇
一
八
年
に
開
設
し
て
以
後
、
多
く
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
入
学

時
に
は
ア
ス
リ
ー
ト
や
教
職
を
め
ざ
し
て
い
た
若
者
が
、
福
祉
専
門
職
の
道
を
往
く
と
い
う
光
景
も
珍

し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

研
究
所
が
大
切
に
し
て
き
た
「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
」
視
点
に
、「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
、

楽
し
さ
か
ら
始
ま
る
福
祉
」
と
い
う
私
な
り
の
方
法
を
重
ね
、
現
場
で
日
々
課
題
と
向
き
合
う
実
践
者

の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
悩
み
、
考
え
、
教
育
研
究
の
成
果
を
明
日
の
現
場
に
活
か
せ
る
形
で
て
い
ね
い

に
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

かわの　たかし

　広島文化学園大学人間健康学部教授、博士（芸術工学）。専門は
アダプテッド・スポーツ科学。障害のある人の暮らしの場づくりを
経て現職。スポーツやICTを活かした地域包括ケアを研究。社会福
祉法人福祉の郷理事。2026年より総合社会福祉研究所理事。
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「
社
会
保
障
費
の
増
大
が
国
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
」
と
い
う
政
府
か
ら
の
絶
え
間
な
い
発
信
を
も
と
に
、
日
本
の

社
会
保
障
は
、
ま
ず
は
自
助
努
力
・
自
己
責
任
で
が
ん
ば
る
「
自
助
」
が
あ
り
、
そ
の
次
に
家
族
や
地
域
で
支
え
合
う
「
共

助
」、
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
ら
「
公
助
」
と
い
う
よ
う
な
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
順
番
論
、
バ
ラ
ン
ス
論
が
前
提
の
よ
う

に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
助
・
共
助
・
公
助
を
前
提
と
し
た
日
本
型
福
祉
社
会
論
が
展
開
さ
れ
は
じ
め
る
の
は
一
九
七
〇
年

後
半
ご
ろ
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
を
法
律
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
が
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
施
行
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
で
す
。

今
号
の
特
集
で
は
、
あ
ら
た
め
て
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
論
が
示
す
も
の
、
そ
の
歴
史
的
経
過
と
問
題
、
そ
し
て
社
会

保
障
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
井
上
英
夫
さ
ん
（
金
沢
大
学
名
誉
教
授
）
に
整
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
立
・
自
助
を
前
提
と
し
、「
地
域
共
生
」「
一
億
総
活
躍
社
会
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
家
族
・
地
域
で
の

支
え
合
い
、そ
し
て
、前
号
特
集
の
「
障
害
の
あ
る
人
の
『
六
五
歳
問
題
』」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
社
会
保
険
優
先
原
則
」

を
共
助
と
位
置
づ
け
優
先
さ
せ
る
国
の
方
針
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
地
方
自
治
体
の
役
割
、
そ
こ
で
働
く
自
治
体
労
働
者
の
仕
事
と
矛
盾
し
ま
す
。
そ
こ
で
の
葛
藤
や
、
日
々
の
仕
事
の

な
か
で
感
じ
る
「
公
」
の
役
割
、
社
会
保
障
の
役
割
を
、
岩
菅
友
里
子
さ
ん
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
と
村
越
匠
さ
ん
（
東
京

都
足
立
区
）
に
う
か
が
い
、
本
誌
全
国
編
集
員
で
も
あ
る
二
見
清
一
さ
ん
（
自
治
労
連
社
会
福
祉
部
会
事
務
局
長
）
に
ま
と
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特集特集

人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
を
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永
岡
正
己
さ
ん
（
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
そ
も
そ
も
「
共
助
」
と
は
な
に
か
、
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
歴
史

か
ら
、「
自
助
」
も
「
共
助
」
も
公
共
性
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
公
的
責
任
と
し
て
生
活
保
障
の
し
く
み
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
す
。

社
会
保
障
は
、
人
類
の
歴
史
の
な
か
で
た
た
か
い
、
勝
ち
取
っ
て
き
た
公
的
責
任
に
よ
る
人
権
保
障
で
あ
り
、「
公
助
」

で
は
な
く
「
権
利
」
で
す
。
そ
の
こ
と
を
う
や
む
や
に
し
て
し
ま
う
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
問
題
を
、
あ
ら
た
め
て
問

い
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集
主
任　

申　

佳
弥
）

※特集のなかで紹介されている日本国憲法条文の抜粋

日本国憲法

第９条　�日本国民は、正義と秩序を基調とする
国際平和を誠実に希求し、国権の発動
たる戦争と、武力による威嚇または武
力の行使は、国際紛争を解決する手段
としては、永久にこれを放棄する。

第12条　�この憲法が国民に保障する自由および
権利は、国民の不断の努力によって、
これを保持しなければならない。ま
た、国民は、これを濫用してはならな
いのであって、常に公共の福祉のため
にこれを利用する責任を負う。

第15条２�　すべて公務員は、全体の奉仕者で
あって、一部の奉仕者ではない。

第25条　�すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。

　　　２�　国は、すべての生活部面について、
社会福祉、社会保障および公衆衛生の
向上および増進に努めなければならな
い。

第97条　�この憲法が日本国民に保障する基本的
人権は、人類の多年にわたる自由獲得
の努力の成果であって、これらの権利
は、過去幾多の試錬に堪へ、現在およ
び将来の国民に対し、侵すことのでき
ない永久の権利として信託されたもの
である。

第99条　�天皇または摂政および国務大臣、国会
議員、裁判官その他の公務員は、この
憲法を尊重し擁護する義務を負う。


